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＜点 鐘＞ 会長 永家 将嗣 

＜ロータリーソング＞ それでこそロータリー 

＜高山中央ロータリークラブ職業倫理基準＞ 

 

＜会長の時間＞ 会長 永家 将嗣 
 

皆さんこんにちは、本日でひだホテルプラザ様に於ける今

年度の例会は最後となります。 

次回は最終例会のお別れ例会ですが、当日ご都合が悪く欠

席される方もいらっしゃいますので、会員の皆様にお礼を

申し上げます。皆様のご協力のおかげでなんとか今年一年

無事に終わりそうです 本当にありがとうございました。 

さて今年度私は会長と地区委員長の 2 役をこなしてきま

したので、今日は地区委員長としてのお話しをしたいと思

います。先日の 13日（土）に 2630 地区のガバナー補佐・

地区委員長の引き継ぎ会がございました。私は 5年前に伊

藤さんと一緒に、2630 地区青少年育成委員会にオブザー

バー参加し翌年青少年育成委員会副委員長となりその後

今年度までの 3年間、委員長として出前講座の普及を中心

に 2630地区の会員さんにお伝えして来ました。 

私が委員長になった 3 年前から青少年育成小委員会とな

りました。当時は新世代部門委員会のインターアクト・ロ

ーターアクト・青少年交換と共に 4つの小委員会の 1つと

いう立場になりました。これにより我々青少年育成小委員

会は出前講座の普及という活動がしにくくなり危機感を

感じていました。予想通り昨年・一昨年は委員会への卓話

依頼が年間 5～6 件でしたが今年度は 0 でした。委員会で

の会議の中で 1 クラブが出前講座を行うには教育委員会

に行き校長会でお願いをするなどの手間が大変であるこ

と、そして大きな中学校の対応が難しいなどの問題があり

なかなか普及は難しいのではとの意見もありました。そこ

で高山市を中心に出前講座の新しい組織を作り、成功事例

として各クラブに告知しようと昨年度から高山市教育委

員会にお話を持ちかけ「キャリア教育を考える会」を立ち

上げ、今年度ロータリー・ライオンズ・JC・YEG・ソロプ

チミスト等の組織の協力を得て出前講座を行う事が出来

ました。この取り組みを収録編集し DVD にして 80 クラブ

に配布しました。 

次年度は下田君に青少年育成小委員会副委員長になって

もらい、次々年度の劔田ガバナーの時は委員長にというラ

インは引きましたので、皆様 劔田ガバナーともども下田

委員長も盛上げて下さいます様よろしくお願いします。 

＜幹事報告＞ 幹事 高原 清人 
 

○国際ロータリー第 2630地区ガバナー事務所より 

 ・「クラブ・ビルダー賞」について 

○国際ロータリー第 2630地区 2015－16年度ガバナー事

務所より 

 ・2015-16年度第 1回地区ロータリー財団研修セミナー

のご案内 

  日時：7月 26日（日）10：30～16：30 

  会場：岐阜都ホテル 

  登録料：10,000円 

  出席要請者：会長 ロータリー財団委員長 

○ロータリー米山記念奨学会より 

  ・ハイライトよねやま 183 

 

＜本日のプログラム＞ クラブアッセンブリー 

広報雑誌ＩＴ委員長 高木 純 
委員長 高木 純 

副委員長 周 信夫 

委員  大原 誠 堀内 裕之 

という最強メンバーで１年間を活

動してまいりました。 

活動としては、活字媒体ではロー

タリーの友など、各種新聞等の活動状況報告、電子媒体と

しては、Facebook 等におけるロータリー関連のページで

の報告等を行いました。剱田さんのガバナーノミニー就任、

永家将嗣会長の activity、スマイル、交換留学生のビク

トリアさんの日常報告等題材はいろいろありましたが、次

期はいよいよ、剱田さんのガバナーエレクト就任、創立

25 周年記念行事等が控えておりますので、時期広報担当

委員長には、一層の広報活動をお願いしたいと思います。

反省点としては、もう少し活字媒体に関しての広報活動の

取り組みが不十分だったかと思います、 

さて、4月 6日の担当例会では、高山市の現在の財政基盤

のひとつといっても過言ではないともいえる外国人の来

高において、高山市がどういうビジョンをもって取り組ん

でいかというお話を、高山市海外戦略室 担当部長 田中 

明様をお招きして、講演していただきました。眠い昼休み

に、居眠りをせずに拝聴していただいたので、ご興味を持

っていただけたかと思います。 

  

◆会長  永家 将嗣   ◆幹事  高原 清人   ◆会報委員長 岩垣津 亘  ◆会報担当 田中 雅昭 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

1050 回 
55 名 53 名 47 名 － 88.68% 

前々回 

1048 回 
55 名 53 名 44 名 3 名 88.68% 

＜出席報告＞ 
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「心に響き 心に残り そして心が熱くなる」 
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ニコニコ委員長 前越 路子 
今年度は、委員長前越、副委員長平林英一さん、委員に剱

田廣喜さん、高原武夫さんというメンバーで月ごとの当番

制で行いました。 

会員、ご家族、ご親族、会社

などなど身の回りの慶事、祝

事に思いをはせ、ニコニコの

精神で自発的な寄付をし、例

会でも『笑を保ちニコニコへ

積極的な参加を促す』を基本

方針としてやってまいりました。会員皆様のご協力で沢山

のご寄付を頂きましたが、いまだ目標到達しておりません。

あと 2 回の例会でぜひぜひ達成できるよう宜しくお願い

致します。 

なお、新年度に入りましてから貢献度の高い方と私が選ん

だベストコメントの表彰を行います。 

ロータリー情報委員長 清水 幸平 
【基本方針】 

会員にロータリーについての知識と理解を深める情報を

提供する。また、新会員を中心にロータリーに関する知識

やルールについて勉強会を行う。 

「手続要覧」の改定に照らして、クラブ定款、細則の確認

をする。 

【活動内容】 

平成 26年 8月 2日(土) ロータリーデー協賛 

平成 26年 10月 30日(木) ＩＤＭ開催 山陣にて 

  新入会員 鶯塚 英雄、植木 眞吾     

  講師 剱田 廣喜、島 良明 

  委員会メンバー 

平成 27年 1月 26日(月) ロータリー情報の提供。 

清水委員長が「ロータリーの友」を参照にして講話。 

 

 

 

 

 

 

社会奉仕委員長 谷口 欣也 
社会奉仕委員会は、都竹副委員長と村瀬・中田 学両委員

の計 4名で運営し、2回の例会を担当した他、当クラブが

加盟している高山市民憲章推進協議会、高山市社会福祉協

議会並びに高山市都市提携委員会の窓口委員会として年

会費の予算組みと支出を、また飛騨慈光会後援会において

は委員長である私が運営委員として役員会、先進施設見学

に参加した他、会報の発行に

携わりました。 

担当した 1回目の例会は、2月

9日施設訪問例会として、初め

に山ゆり福祉会館にてセレモ

ニーと食事をした後に岡本英

一常務理事から飛騨慈光会の

歩みや施設が抱える問題点などについて卓話をして頂き

ました。続いて職員の方々から説明を受けながら山ゆり学

園と高山山ゆり園を見学し、主に建物の老朽化が皆様の印

象に残ったのではないかと思います。 

2回目の例会は、つい 2週間前に担当させて頂いたばかり

なので皆様の記憶に新しいと思いますが、初めに就労支援

や生活介護施設を運営する「ＮＰＯさんしょの会」道添健

太郎施設長から活動の内容を、続いて利用者の保護者とし

て熊﨑元康会員から生活介護施設が不足している現状と

さんしょの役割、また当クラブへの期待などについて、最

後に施設利用者 2 名から施設の現状や希望などについて

お話をして頂きました。例会修了後、利用者が持参した施

設にて製造したパンを販売し、皆様のご協力により完売す

る事が出来ましので、利用者の皆さんはじめ施設長さんや

引率職員さんの笑顔がとても印象的でした。 

1年間どうもありがとうございました。 

環境保全委員長 堀口 裕之 
環境保全委員会の基本方針は、

「名水と緑景観の保全や地球

温暖化対策に関する諸問題を

正しく認識し、豊かで快適な

環境保全に寄与する事を目的

とする」でした。 

担当例会は今年の 4月 27日に

【環境委員会メンバー自らが講師となって環境に配慮し

た低炭素型社会に向けて自身の職業を通じて提案発表を

行う】と題して、『低炭素型社会とは何か』の説明の後、 

1.『低炭素社会を促進する税制』岡崎委員 

2.最新住宅設備について』和田副委員長 

3.『スマートハウスについて』堀口委員長 

以上 3点の提案発表を行い、まとめでは「ロータリーの友

2月号」の記事を紹介しながら低炭素型社会実現に向けて

のコツをお話させて頂きました。 

青少年育成委員長 岡崎 壮男 
【基本方針】 

今年度より「キャリア教育を考える会」が主催する「出前

講座」をサポートし、今後この活動の継続普及を図る。 

【活動内容】 

平成 26 年 7 月 8 日に丹生川中学校へ出前講座に行き、全

大会は村瀬さんによる「キャ

リア教育について」と題した

講話をして頂き、続く分科会

は、12 名の参加のもと将来に

わたる生き方まで含めて捉え

ていく大切さを説明して頂き

ました。 

平成 26 年 9 月 8 日には、下田さんにキャリア教育の活動

状況を説明して頂き、その後丹生川中学校の生徒さんから

頂いた感想文を紹介させてもらいました。 

平成 26年 9月 20日には、高山市青年会議所の会員が中心

となって運営する中山中学校への出前講座は、生徒数が多

い為、数名の皆さんの参加協力を頂きました。 

前年度と同様、高山青少年育成市民会議へ補助金として

30,000円寄付をさせてもらいました。 

国際奉仕委員長 長瀬 栄二郎 
【基本方針】 

国際理解・親善・平和を推進する 

【活動内容】 

担当例会は 2回の計画でした。 

平成 26年 12月 15日に、当初

は交換留学生のビクトリアさ

んによる卓話を予定しており

ましたが、私の手配不足によ

り、変更させて頂き、ビクト

リアさんを受け入れて頂きましたホストの皆様のお話を

中心により良い国際交流のため何が必要であるか感じら

れたことなどをお話しいただきました。 

受け入れを終えられた高木さんと、受け入れ中の剱田さん、

カウンセラーの中田さん、オリエンテーションに参加頂い
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た下田さん、次に受け入れをされる足立さんに、順にお話

をいただき、受け入れの御苦労などを通じて積極的な国際

交流を実施して頂いている様子や実体験に基づく感想を

お聞かせいただきました。 

平成 27 年 3 月 9 日に、2 回目の担当例会にて、交換留学

生のビクトリアさんに卓話を頂きました。当初、30 分程

度のお話を予定して、ご自身のお国事情や日本へ来て感じ

る事などをお話し頂く予定でしたが、直前にスピーチの時

間短縮を希望されましたので、急遽カウンセラーの中田さ

ん、受け入れを頂いていた剱田さんに、受け入れ体制に関

わる問題点などをお話頂きました。 

ロータリー財団委員長 岩本 正樹 
はじめに今年も１人当たり 100 ドルの財団寄付をいただ

いたことを感謝申し上げます。これで２年後の財団補助金

の補助率をキープすることが

できました。 

それと今井さん、私の代わりに

何度も代役を務めていだだき

ありがとうございました。 

本年度の活動としては、11 月

17 日の担当例会で地区ロータ

リー財団の補助金小委員会副

委員長の堀部哲夫様に卓話をいただきました。それと 7

月 27 日、11 月 8 日に財団セミナーに出席いたしました。

また、8月 9日に奉仕プロジェクト委員会が主催したあん

どん作りの際に地区補助金を活用していただきました。 

2 年間に渡りロータリー財団に関わらせていただきまし

たが、なにかロータリーにおける財団の存在感がだんだん

増してきているのを感じました。その影響で 100ドル寄付

の増額が言われ始めているのが少し気になる点でした。以

上です。 

職業分類/会員選考委員長 島 良明 
 

高山中央ロータリークラブ会員推薦入会手順について説

明をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山奨学委員長 永井 信次 
当委員会は、10 月に１回だけの担当でしたが、打合せと

相談を何回も何回も重ねることなく、事後承諾という形で

進めました事をまずもってお詫び申し上げます。 

平成 26 年 10 月 27 日、地区事務所に依頼し、地区米山記

念奨学部門委員長 後藤 博美さんと、米山記念奨学生のト

ゥエンエンさんをお招きして、勉強会と講演会を開催しま

した。まず、後藤委員長には、米山奨学事業の歴史に始ま

り、事業の事態と現況、又、日本最大の民間国際事業を支

えるローリアンから頂く年間 13 億円規模の財政の健全性

など、解りやすく説明頂きました。 

その後、奨学生のトゥエンエンさんからは、自分の大学(名

城大学)の赤崎 勇教授はじめ、日本の研究者 3名がノーベ

ル物理学賞の受賞が決まったことを引き合いに出して、自

分とオーバーラップさせ、失敗を恐れず、志を失わず、諦

めない心、そしてもう一つ、感謝の気持ちが重要です。…

と結んでいらっしゃいました。 

私も改めて、会報を読み直しましたが、私達にも何かと役

に立つ、又、ヒントを与えてくれると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員維持増強委員長 久々野 国良 
本年度皆様のお力により、4名の方が入会をして頂きまし

た。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 

本日はクラブアッセンブリー担当の委員長様よろしくお
願いします。あと、残すは「慰労例会」のみとなりました。
皆様には、言い尽くせない感謝の気持ちがあるのですが今
は、言葉にできません。ただ祈ることは、6 月 30 日まで
これ以上の慶弔費の支払いが無いことをお願いします。 
 理事役員一同 
 

昨日の「はぐるま会」参加の皆様ご苦労様でした。私は私
なりのＢＢ賞を頂き、まぁ～そんなもんか！一昨日は、娘
一家の「父の日プレゼント」と言う事で前倒しサプライズ
プレゼント。なんと名古屋ドームでのサザンオールスター
ズのコンサートに招いてくれました。コンサートでは。感
動とパワーを頂きました。ありがとう。しかし、桑田はス
ゴイ！！ 中田 一男 
 

 
 
 
昨日の「はぐるま会」に参加し楽しい一日でした。スコア
は何とも言えませんが、３クラブ仲良くご年配の方も楽し
くプレーされていました。来期もよろしく。 平林 英一 
 

5 月 30 日の「濃飛グループ 8 クラブゴルフコンペ」で実
力通り優勝することが出来ました。また、ドラゴンもニヤ
ピンも取りようやくゴルフに目覚めました。 島  良明 
 

暑い日が続いています。皆様、お身体には充分ご自愛下さ
い。本日、都合で早退します。 高橋 厚生 
 

昨日の「はぐるま会」いいことがあったので感謝を込めて
ニコニコへ。 岩本 正樹 
 

本日、欠席させて頂きます。ごめんなさい。 永田 富次 
 


